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田辺・熊野への交通アクセス田辺・熊野への交通アクセス
※「高野山・熊野」聖地巡礼バスは4月～11月下旬の運行です。（予約制）
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紀伊の山懐に抱かれた聖地と温泉を巡り、
豊かな海山の賜物を楽しむ「熊野」の旅

交通のごあんない

　　飛行機で
◆羽田から南紀白浜空港へ

東
京

（
羽
田
空
港
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紀
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◆南紀白浜空港から中辺路・本宮方面へ
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熊野本宮大社
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　　電車で
◆大阪方面から紀伊田辺駅へ
ＪＲ特急くろしお号で大阪方面から紀伊田辺駅へ

◆新宮・勝浦方面から紀伊田辺駅へ
JR特急くろしお号で紀伊田辺駅へ

◆名古屋方面から新宮駅へ
ＪＲ特急南紀号で新宮駅へ
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伊
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王
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大
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和
歌
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◆高野山から（約2時間30分）
高野龍神スカイラインから国道371号を通って田辺市街まで約90km。
※冬季、高野龍神スカイラインはチェーン規制となります。

◆新宮・勝浦から（約1時間50分）
海岸沿いの国道42号・紀勢自動車道を通って、約2時間で田辺市街地へ。本宮経由

（R168→R311）で約90km。新宮から田辺市街地への場合、本宮経由の方が近くなります。

　　車で
◆大阪方面より（約2時間）
松原JCT（大阪）から阪和自動車道経由で約130km。南紀田辺ICから一般道へ下りれば
田辺市街地です。熊野古道長尾坂、潮見峠越方面へは、南紀田辺ICからそのまま国道
42号を「白浜」方面へ天王池交差点を左折、県道35号・216号を経て長野方面へ。熊野
古道中辺路・北郡越・赤木越方面へは、上富田ICからそのまま国道42号を「白浜」方面へ
向い、岩崎交差点を経て国道311号に入るのが分かりやすいルートです。 南紀田辺IC

松原JCT
約60㎞

約75㎞
和歌山IC

　　バスで

（乗換え）

◆高野山から
世界遺産「高野山・熊野」聖地巡礼バス
運行期間：4月～11月下旬
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■田辺地区の観光に関するお問い合わせ窓口
田辺観光協会 　
  0739-26-9929

https://www.tanabe-kanko.jp/

田辺市観光センター　
0739-34-5599
田辺市街なかポケットパーク　
0739-33-9030

■龍神村の観光に関するお問い合わせ窓口
（公社）龍神観光協会　
0739-78-2222　  http://www.ryujin-kanko.jp/

■鮎川・富里・三川地区の観光に関するお問い合わせ窓口
大塔観光協会　
0739-48-0301　  https://www.oto-tourism.jp/

■中辺路町の観光に関するお問い合わせ窓口
中辺路町観光協会（熊野古道館）　
0739-64-1470　  https://www.nakahechi.jp/

■本宮町の観光に関するお問い合わせ窓口
熊野本宮観光協会　
0735-42-0735　  https://www.hongu.jp/

一般社団法人 

田辺市熊野ツーリズムビューロー
〒646-0031  和歌山県田辺市湊1番20号　
0739-26-9025　

 https://www.tb-kumano.jp/

　　お問合せ
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本
宮
大
社
前

熊
野
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泉
郷

田辺市観光振興課　
0739-26-9929（直）
 https://www.city.tanabe.lg.jp/



熊野本宮大社
全国約4700の熊野神社の総本宮、熊野三山の一つ。

「熊
くま

野
の

権
ごん

現
げん

御
ご

垂
すい

迹
じゃく

縁
えん

起
ぎ

」では、主祭神の家都御子大
神は大斎原のイチイの木に降臨したとされ、木の神と崇め
られ、紀（木）の国の名の由来になったといいます。

熊野那智大社
那智山中腹に鎮座する熊野三山の一つで、その起源は那
智大滝の信仰にあるとされています。那智の火祭でも有名で
す。

那智山青岸渡寺
西国巡礼第一番札所です。明治の神仏分離までは熊野那智
大社と一体で、現在の本堂は当時の如意輪堂だったものです。

熊野速玉大社
熊野川河口に鎮座する熊野三山の一つ。主祭神の熊野速
玉大神は熊野川の神格化に起源を持つといわれています。

2018年版で"世界で訪れるべき地域"に紀伊半島が第５
位、2021年版では「読者が選ぶサスティナビリティーに
配慮した観光地」に熊野古道が選ばれました。

世界で３割シェアを占める旅行誌
「ロンリープラネット」

熊
野
古
道
と
は

熊
野
三
山
へ
通
じ
る
い
に
し
え

の
参
詣
道
を
熊
野
古
道
と
呼
び
ま
す
。
平
安
時
代
に

始
ま
っ
た
上
皇
た
ち
の
熊
野
御
幸
に
よって
知
ら
れ
る
よ

う
に
なった
熊
野
信
仰
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
武
士
や

庶
民
に
ま
で
広
が
り
、一時
は「
蟻
の
熊
野
詣
」と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
多
く
の
人
々
が
熊
野
を
目
指
し
ま
し
た
。

熊
野
古
道
に
は
い
く
つ
も
の
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

京
都
・
大
阪
か
ら
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
紀
伊
路
、
高
野
山

と
熊
野
を
結
ぶ
小
辺
路
、
伊
勢
と
熊
野
を
結
ぶ
伊
勢

路
で
す
。
紀
伊
路
は
さ
ら
に
田
辺
で
紀
伊
山
地
に
分

け
入
る
道
と
海
岸
線
を
南
下
す
る
道
に
わ
か
れ
、
後

に
前
者
を
中
辺
路
、
後
者
を
大
辺
路
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

中
辺
路
は
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て

上
皇
た
ち
が
参
詣
を
１
０
０
回
以
上
も
繰

り
返
し
た
熊
野
への
公
式
参
詣
道（
御
幸

道
）と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。

険
し
い
山
道
が
続
く
中
辺
路
を

歩
く
こ
と
は
修
行
で
も
あ
り
、

困
難
が
多
い
ほ
ど
熊
野
の
神

の
救
い
も
大
き
い
と
人
々
は

苦
し
い
道
の
り
を
越
え
て
熊

野
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

上
皇
た
ち
の
御
幸
道
だ
っ
た
だ
け

に
、
紀
伊
路
・
中
辺
路
沿
い
に
は
熊

野
九
十
九
王
子
と
呼
ば
れ
る
熊
野
の

御
子
神
が
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
京

都
伏
見
か
ら
淀
川
を
舟
で
下
っ
た
上

皇
た
ち
は
、
大
阪
に
上
陸
し
た
後
、
一

番
王
子
と
さ
れ
る
窪
津
王
子
に
参
拝
し
、
街
道
沿
い
の

王
子
を
巡
拝
し
な
が
ら
長
い
旅
を
続
け
ま
し
た
。
上
皇

た
ち
の
熊
野
御
幸
の
際
に
は
、
王
子
の
な
か
で
も
格
式

高
い
五
躰
王
子
で
歌
会
な
ど
が
催
さ
れ
た
こ
と
が
、
後

鳥
羽
上
皇
に
随
行
し
た
藤
原
定
家
の『
後
鳥
羽
院
熊
野

御
幸
記
』に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

困
難
な
旅
を
越
え
て
熊
野
に
詣
で
る
の
は一体
何
の
た

め
だっ
た
の
で
し
ょ
う
。
熊
野
は
昔
か
ら
蘇
り
の
地
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
意
味
は
、
黄
泉
の
国
熊
野
に
足

を
踏
み
入
れ
、一度
死
ん
で
魂
を
浄
め
、
熊
野
か
ら
出
る

こ
ろ
に
は
再
生
を
果
た
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
前
世
の

罪
を
速
玉
が
浄
め
、
現
世
の
縁
を
那
智
が
結
び
、
本
宮

は
来
世
を
救
済
す
る
と
い
わ
れ
、
三
山
を
巡
れ
ば
、
過

去
、
現
在
、
未
来
の
安
寧
を
得
る
。
こ
れ
が
熊
野
三
山

の
ご
利
益
と
考
え
ら
れ
た
の
で
す
。

熊
野
の
神
は「
浄
不
浄
を
と
わ
ず
、
貴
賎
に
か
か
わ

ら
ず
、
男
女
を
と
わ
ず
」受
け
入
れ
て
く
れ
る
神
だった

か
ら
こ
そ
、
上
皇
か
ら
庶
民
ま
で

熱
狂
的
な
信
仰
を
集
め

た
と
い
わ
れ
ま
す
。
熊

野
古
道
は
罪
障
の
消
滅

と
再
生
を
願
う
人
々
の
足
跡

が
残
る
祈
り
の
道
な
の
で
す
。

熊野の神の使い八咫烏
　サッカー日本代表のシンボル
マークになっている3本足の烏が
八咫烏です。海上から遠望した
那智の滝を目印に上陸した神武
天皇を大和の地まで導いたと『日
本書紀』にも記されている伝説
の鳥です。熊野の神の使いとさ
れ、日本神話の世界では太陽の
化身とされています。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た「
紀
伊
山

地
の
霊
場
と
参
詣
道
」。
霊
場
と
は
、

熊
野
信
仰
の
中
心
で
あ
る「
熊
野
三

山
」、
修
験
道
の
拠
点｢

吉
野・大
峯
」、

真
言
密
教
の
根
本
道
場「
高
野
山
」の
三

ヶ
所
の
こ
と
で
す
。
深
い
山
々
が
重
な

り
あ
う
紀
伊
山
地
で
は
、
自
然
崇
拝
に

根
ざ
し
た
神
道
、
外
来
の
仏
教
、
そ
の

両
者
を
結
び
つ
け
た
修
験
道
な
ど
、
多

様
な
宗
教
が
育
ま
れ
、
日
本
人
の
精
神

的
、
文
化
的
側
面
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
き
ま
し
た
。
参
詣
道
は
こ
の
三

つ
の
霊
場
を
結
び
、
ま
た
全
国
か
ら
の

巡
礼
者
が
霊
場
を
目
指
し
て
歩
い
た
道

の
こ
と
で
す
。

熊
野
と
は
、
大
化
の
改
新
以
前
に

熊
野
国
が
あ
っ
た
場
所
と
ほ
ぼ一致
し
ま

す
。
重
な
り
あ
う
山
々
、
鬱う

っ

蒼そ
う

と
茂
る

樹
林
、
そ
の
山
を
源
に

し
て
流
れ
下
る
川
は
や

が
て
広
大
な
太
平
洋

に
注
ぎ
ま
す
。
あ
る

時
は
豊
か
な
実
り
を
、

ま
た
あ
る
時
は
猛
々
し

く
災
害
を
も
た
ら
す

自
然
に
人
々
は
神
の
恵

み
と
怒
り
を
見
た
の
で

し
ょ
う
か
。

紀
伊
山
地
に
育
ま
れ
た
宗
教
の
う

ち
、
神
道
を
代
表
す
る
の
が
熊
野
三
山

と
呼
ば
れ
る
熊
野
本
宮
大
社
、
熊
野
速

玉
大
社
、
熊
野
那
智
大
社
で
す
。

熊
野
三
山
の
歴
史
は
古
く
、
な
か
で

も
熊
野
本
宮
大
社
は
２
０
１
８
年（
平

成
30
年
）に
は
創
建
２
０
５
０
年
を
迎
え

ま
し
た
。
熊
野
本
宮
大
社
は
、
か
つ
て

熊く
ま
の
に
ま
す
じ
ん
じ
ゃ

野
坐
神
社
と
号
し
て
い
た
よ
う
に
、

熊
野
の
神
と
い
え
ば
本
宮
の
こ
と
を
さ

し
た
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
上
古
か
ら「
神

の
い
ま
す
場
所
」と
さ
れ
た
熊
野
が
全

国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
10

世
紀
の
宇
多
法
皇
の
熊
野
御
幸
か
ら
で

す
。
平
安
時
代
に
は
皇
族
や
貴
族
が
、

中
世
に
な
る
と
武
士
や
庶
民
に
ま
で
熊

野
信
仰
は
広
がって
ゆ
き
ま
し
た
。

世
界
遺
産
と
熊
野
三
山

 E-5

 E-5

 E-5

伊
勢
神
宮

周参見

京奈和
道

熊野
大泊IC

那智山青岸渡寺

世
界
遺
産 

紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道

2 1

神
々
の
宿
る
聖
地

熊
野
三
山

世界遺産

B-3C-5大斎原

川の熊野古道・熊野川



中
川
王
子

な
か
が
わ

小
広
王
子

こ　

び
ろ

岩
神
王
子

い
わ
が
み

湯
川
王
子

ゆ　

か
わ 猪

鼻
王
子

い
の
は
な

水
呑
王
子

み
ず
の
み

伏
拝
王
子

ふ
し
お
が
み

発
心
門
王
子

ほ
っ
し
ん
も
ん

三
軒
茶
屋
跡

さ
ん
げ
ん

船
玉
神
社

ふ
な
た
ま　

三
越
峠

み  

こ
し

大
斎
原（
熊
野
本
宮
大
社
旧
社
地
）

お
お
ゆ
の
は
ら

仲
人
茶
屋
跡

な
こ
う
ど

熊野本宮大社裏鳥居
大鳥居

熊野川

十津川温泉方面からの
熊野古道（小辺路）

田辺市本宮行政局
世
界
遺
産 

熊
野
本
宮
館

熊
野
本
宮
観
光
協
会

熊
野
本
宮
大
社

く
ま　

の　

ほ
ん  

ぐ
う  

た
い　

し
ゃ

音無川

音無川

赤木越

湯川一族の墓
一里塚跡

お
ぎ
ん
地
蔵

一里
塚
跡

迂回路

道
標

祓
殿
王
子

は
ら
い
ど

熊
瀬
川
王
子

く
ま　

せ　

が
わ

蛇
形
地
蔵

じ
ゃ
が
た

↓

311

311

311

滝
尻
王
子

た
き
じ
り
胎
内
く
ぐ
り

栗
栖
川
バ
ス
停

堂
の
庭
跡

旧
旅
籠
通
り

高
原
霧
の
里
休
憩
所富

田
川

乳
岩

剣ノ山経塚跡

針
地
蔵
尊

高
原
池

庚申さん

一
里
塚
跡

道
の
駅

熊
野
古
道
中
辺
路

三
体
月
伝
説
説
明
板

熊
野
古
道

な
か
へ
ち
美
術
館

伝
馬
所
跡

箸
折
茶
屋
足
湯（
禊
の
湯
）

一
里
塚
跡

伝
馬
所
跡

近露王子公園 野
中
一
方
杉

バ
ス
停

と
が
の
木
茶
屋

秀
衡
桜

日置川

小
判
地
蔵

悪
四
郎
屋
敷
跡

一
里
塚
跡

熊野古道館
稲葉根王子方面
熊野古道

展
望
台

林
道
交
差
点

高
原
熊
野
神
社

不
寝
王
子

ね　
　
ず

大
門
王
子

だ
い
も
ん

十
丈
王
子

じ
ゅ
う
じ
ょ
う

大
坂
本
王
子

お
お　

さ
か　
も
と 近

露
王
子

ち
か
つ
ゆ

比
曽
原
王
子

ひ　

そ　

は
ら

継
桜
王
子

つ
ぎ
ざ
く
ら

た
か
は
ら
く
ま
の

上
多
和
茶
屋
跡

う
わ　
だ　

わ 牛
馬
童
子
口
バ
ス
停

ぎ
ゅ
う
ば
ど
う
じ
ぐ
ち

野
長
瀬
一
族
の
墓

の　
な
が
せ　
い
ち
ぞ
く

牛
馬
童
子
像

ぎ
ゅ
う
ば
ど
う
じ

311

311

311

311

野
中
の
清
水

の
な
か

し
み
ず

楠
山
坂
登
り
口

く
す
や
ま
ざ
か

湯の峰温泉

大日越

湯
峯
王
子

ゆ
の
み
ね

※現在通行止の為
　迂回路を歩いて下さい

発心門王子バス停
ほっしんもん

小広王子口バス停
こ　びろ

滝尻バス停

本
宮
大
社
前
バ
ス
停

草
鞋
峠

わ
ら
じ
と
う
げ

熊野の歴史や伝説、古道を彩る四
季の草花や里の暮らしなどを良く知る語
り部と熊野古道を歩けば、古道への思
いはより深いものになります。

熊野古道語り部

熊野川に臨む道の駅です。熊野本宮
大社をイメージした建物には、地元
産品の販売所や軽食コーナー、熊野
に関する展示コーナーもあります。
熊野古道歩きには欠かせない古道
弁当も販売しています（要予約）。ま
た地元でとれた音無茶で作った「ほ
うじ茶ソフトクリーム」も人気です。

C-5   道の駅 奥熊野古道ほんぐう 世界遺産熊野本宮館
自然と伝統、木材をコンセプトに建設さ
れました。館内では和歌山県の世界遺産
を中心に紹介。熊野、高野についての知
識を深められます。熊野本宮については、
曼荼羅・熊野信仰・修験道・時宗を軸に詳
しく紹介。無料の館内ガイドやビデオに
よる解説、世界遺産「紀伊山地の霊場と
参詣道」関連の書籍コーナーもあります。

B-3C-5

国道311号沿いにあります。
目の前に牛馬童子で名高
い箸折峠への入り口があ
り、古道歩きの拠点に最適
です。名物よもぎ餅をはじ
め、地元名産を販売、軽い
食事もできます。

道の駅 熊野古道中辺路 D-3 A-1

町内の12の王子社にちなんだ12角形
の建物が目印の熊野古道館は、熊野
古道を中心とした中辺路の観光案内と
歴史紹介を兼ねた休憩施設です。熊
野懐紙や滝尻王子社の所蔵品などの
展示をはじめ、古道に関する資料や中
辺路の観光情報が満載です。古道歩
きの下調べに、是非立ち寄ってくださ
い。

熊野古道館 D-2 B-1

熊
野
古
道
中
辺
路

模
し
た
と
い
う
牛
馬
童
子
像
を
愛
で
、
近

露
の
の
ど
か
な
里
山
の
風
景
を
楽
し
み
な

が
ら
の
ん
び
り
歩
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

野
中
に
は
継
桜
王
子
が
あ
り
ま
す
。
境

内
を
覆
う
樹
齢
8
0
0
年
と
い
う
杉
は

那
智
山
の
方
向
に
だ
け
枝
を
伸
ば
す
の
で

「
一方
杉
」と
呼
ば
れ
ま
す
。
継
桜
王
子
の

真
下
に
あ
る
日
本
名
水
百
選
の「
野
中
の

清
水
」に
も
立
ち
寄
り
た
い
も
の
で
す
。

い
に
し
え
か
ら
湧
く
名
水
は
今
も
変
わ

ら
ず
、
疲
れ
た
体
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

滝
尻
か
ら
野
中
へ

　

険
し
い
道
の
多
い
熊
野
古
道
で
す
が
、

現
在
で
は
標
識
も
整
備
さ
れ
比
較
的
歩
き

や
す
い
ル
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も

人
気
の
コ
ー
ス
の
ひ
と
つ
が
滝
尻
か
ら
野
中

に
至
る
古
道
で
す
。
王
子
跡
や
古
道
の
ア

イ
ド
ル
と
呼
ば
れ
る「
牛
馬
童
子
像
」、
熊

野
那
智
大
社
の
方
角
に
だ
け
枝
を
伸
ば
し

て
い
る「
野
中
の一方
杉
」な
ど
見
ど
こ
ろ
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
ス
タ
ー
ト
の
滝
尻
王
子
は
熊
野
九
十
九

王
子
の
な
か
で
も
重
要
な
五
躰
王
子
の一つ

で
す
。
熊
野
の
聖
域
は
滝
尻
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
滝
尻
の
裏
山
に
は
奥
州
の
藤
原
秀

衡
に
ま
つ
わ
る
伝
説
の
乳
岩
、
途
中
の
高

原
で
は
里
山
や
果
無
山
脈
を
見
晴
ら
す
さ

わ
や
か
な
風
景
に
も
出
会
え
ま
す
。
最
高

地
点
の
悪
四
郎
山
を
過
ぎ
る
と
、
野
中
ま

で
は
楽
な
ル
ー
ト
。
花
山
法
皇
の
旅
姿
を

野
中
か
ら

熊
野
本
宮
大
社
へ

　

継
桜
王
子
の
あ
る
野
中
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
小
広
王
子
を
過
ぎ
る
と
木
の
国
な
ら

で
は
の
杉
檜
林
地
に
分
け
入
り
ま
す
。
上

り
下
り
の
多
い
道
で
す
が
、「
草
鞋
峠
」「
岩

神
峠
」「
三
越
峠
」の
難
所
を
越
え
て
や
っ

と
熊
野
本
宮
大
社
の
神
域
の
入
り
口
、
発

心
門
王
子
に
た
ど
り
つ
き
ま
す
。
発
心

門
王
子
は
五
躰
王
子
の一つ
で
、
か
つ
て
は

大
き
な
鳥
居
が
あ
り
、
熊
野
詣
の
人
々
は

そ
の
前
で
お
祓
い
を
し
て
か
ら
鳥
居
を
く

ぐ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
熊
野
本

宮
大
社
へ
の
道
は
そ
れ
ま
で
の
困
難
な
道

の
り
を
癒
す
か
の
よ
う
な
ゆ
る
や
か
な
道

が
続
き
ま
す
。
茶
畑
な
ど
の
の
ど
か
な
里

山
の
風
景
も
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

い
く
つ
も
の
難
所
を
越
え
、
熊
野
本
宮
大

社
の
神
門
を
く
ぐ
る
と
き
、
今
も
昔
と
変

わ
ら
ぬ
感
動
が
湧
き
上
が
っ
て
く
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

長
い
苦
し
い
旅
の
果
て
に
熊
野
の
神
の

神
域
に
入
っ
た
感
動
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
熊
野
本
宮
大
社
ま
で

あ
と
一息
の
場
所
に
あ
る
伏
拝
王
子
か
ら

は
、
熊
野
川
の
中
洲
に
あ
る
熊
野
本
宮
大

社
の
旧
社
地
大
斎
原
を
望
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
熊
野
詣
の
人
々
が
大
社
を
望
み
、

伏
し
て
拝
ん
だ
と
い
う
王
子
に
立
て

ば
、
現
代
の
旅
人
も
い
に
し
え
と

同
じ
感
動
を
覚
え
ま
す
。
旧
社

地
大
斎
原
は
、音
無
川
、熊
野

川
、岩
田
川
の
三
川
が
合
流
す

る
場
所
に
あ
り
ま
す
。
昔
は

音
無
川
に
は
橋
が
な
く
、
参

詣
者
は
音
無
川
の
流
れ
で
身

を
清
め
て
か
ら
熊
野
本
宮
大

社
に
入
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

滝尻王子 D-2

発心門王子 C-4

熊
野
古
道 

そ
の
1

野中の一方杉 B-4

高原からの眺望 D-3 A-2

袖摺坂の石畳 C-4
牛馬童子像 D-3

王子

トイレ

コンビニ・食料品店

土産販売所

公衆電話

自販機

休憩所

水汲場

朝日夕陽100選

スタンプ押印所

見晴らしポイント

バス停

神社緊急電話

熊野古道を歩くときとても
便利です。

地図の請求先
和歌山県観光連盟
０７３−４２２−４６３１



道の駅ふるさと
センター大塔　

道の駅
熊野古道中辺路

道の駅道の駅
奥熊野古道ほんぐう奥熊野古道ほんぐう
道の駅
奥熊野古道ほんぐう

長尾坂・潮見峠越
近世の石畳道と紀伊水道を望む峠

田辺市郊外の三栖地区から長尾坂・捻木峠を経由して潮見峠に至
る古道です。長尾坂はこのルートのうち、上三栖から水呑峠に至るお
よそ1.7㎞の坂道をさします。長尾坂も潮見峠越も南北朝期に開設さ
れたといわれ、以降、中辺路の主経路として頻繁に利用されました。

小辺路
「高野山」と「熊野三山」を結ぶ道です。高野山か
ら本宮へは「熊野道」、本宮から高野山へは「高野道」
と呼ばれました。高野山から奈良県の野迫川村、十津
川村を通って熊野本宮大社へ至ります。1000m 級の峠
を4 つも越える険しい道ですが、宿舎や茶屋の跡、石
畳道など古道らしいたたずまいを各所で見ることができま
す。十津川村の果無集落では、絵のような風景がしば
し険しい道を忘れさせてくれます。

大峯奥駈道
「吉野・大峯」と「熊野三山」を結ぶ大峯奥駈道は、
修験道の開祖役

えんの

行
ぎょう

者
じゃ

が開いた、修行の道です。修験
道は、大自然の中での修行を通じて超自然のパワーを
身に付けて衆生を救うという宗教です。大峯奥駈道はそ
の険しさをはじめ、入山時期の制限や、女人禁制の場
所もあり、観光目的で気軽に訪ねる場所ではありません
が、奥駈道の一部分を歩くだけでも山岳のパワーと神
秘の一端を感じることができます。

赤
木
越・大
日
越

大
雲
取
越・
小
雲
取
越

小
辺
路・大
峯
奥
駈
道

長
尾
坂・潮
見
峠
越

北
郡
越

弘法大師を祀る祠捻木峠からの眺望

長尾坂 茶の端の役行者像捻木の杉

長尾坂の石仏

美しい清姫に安珍はい
つか妻にと言い寄り、
清姫も安珍の言葉を信
じました。ところが、熊
野参詣を終えたら妻に
すると約束しながら、
安珍は真砂に戻りませ
んでした。清姫は、安珍の裏切りを知って
嘆き悲しみ、富田川の渕に身を投げまし
た。真砂には今も清姫の墓など、清姫伝説
を語る遺跡がいくつも残されています。

　能楽や歌舞伎で知られる「安珍・清姫
物語」のヒロイン清姫は、現在の田辺
市中辺路町真砂に生まれたとされてい
ます。一般に語られる物語は、安珍に
逃げられた清姫が蛇となって日高川を
渡り、道成寺の鐘に隠れていた安珍を
鐘もろとも焼き殺したというものです。
しかし、清姫の故郷の真砂に伝わる話
は違います。清姫は真砂の荘司だった
藤原清重の娘で、熊野参詣に向かう安
珍は清重の屋敷を宿にしていました。

清
姫
伝
説

清姫の墓

道祖神と庚申塔

赤木越・大日越
熊野古道中辺路の三

み

越
こし

峠から湯
ゆの

峯
みね

王子へと向かう道
で、室町時代以降、より容易な通行が可能なルートとし
て開かれたといわれています。峠を越え発心門王子手前
の船玉神社近くから分岐し、あとは本来の尾根道が続く
約6.7㎞の快適な道です。熊野詣の人々は湯の峰温泉
で旅の疲れを癒すとともに身を清め（湯

ゆ

垢
ご

離
り

）、大日越を
歩いて熊野本宮大社に詣でました。
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玉置神社（大峯奥駈道）  D-5

なべわり地蔵

修験者

果無集落

月見ヶ丘神社（大日越） B-2

赤木越の道

北郡越の道

湯の峰温泉

熊野本宮大社へと続く道
熊野古道では滝尻から熊野本宮大社に至るルートが有名ですが、ほ

かの熊野古道ルートにも目を向けてみましょう。熊野本宮大社に至る中
辺路から分かれて湯の峰温泉に至る赤木越、熊野古道中辺路最大の
難所といわれる大雲取越・小雲取越、吉野山へと続く修験道の道大峯
奥駈道、高野山と熊野本宮大社を結ぶ小辺路などです。大雲取越・
小雲取越は、熊野那智大社から熊野本宮大社へと向かう道で、標高
800 ～ 1000m の山塊を越えて続きます。また、短いながら湯の峰温泉
と熊野本宮大社を結ぶ大日越も歩いてみたい道の一つです。

み
そ
ぎ
の
川・

富
田
川
沿
い
に

延
び
る
古
道

北郡越
「熊野古道中辺路」のうち、鮎川から富
田川沿いに現在の中辺路町北郡を経て、
滝尻王子に至る古道です。10 世紀前半
から13 世紀にかけての皇族・貴族の参
詣には頻繁に使われましたが、15 世紀以
降は潮見峠越が主経路となり、江戸時代
にはすでに「古道」と呼ばれていました。

熊
野
古
道 

そ
の
2

熊
野
古
道 

そ
の
3



バス停

滝尻
バス停

向越
バス停

鮎川新橋

徒歩
3分

約3時間 約6時間 約3時間

約30分

約
1
時
間
10
分

約2時間

徒歩
30分

徒歩
20分

徒歩
20分

徒歩
15分

牛
馬
童
子
口

道の駅
奥熊野

すぐ すぐ

バス停

栗栖川
バス停

鍛冶屋
川口

バス停

発心門王子
バス停

本宮大社前

バス
5分

バス
28分 バス

25分

バス
2分

バス
2分

バス
8分

バス
24分

バス
25分

バス
20分

バス
20分

約2時間15分

約30分

鍛冶屋川口バス停まで約4時間20分

約2時間30分 約1時間50分

約
1
時
間
15
分

約
40
分

約
35
分

約30分

約30分往復約1時間30分

約鮎
川
王
子

約

時
間
1
分

稲
葉
根
王
子

約

三栖王子

八上王子

往

滝
尻
王
子

捻
木
の
杉

高
原
霧
の
里

約

発
心
門
王
子

約船
玉
神
社

水
呑
王
子

伏
拝
王
子

祓
殿
王
子

熊
野
本
宮
大
社牛

馬
童
子
像

乳
岩

徒歩
5分

バス停

湯の峰
温泉

湯
峯
王
子

約2時間
徒歩
30分

すぐ

徒歩
すぐ

野
中
一
方
杉

バス停

近露王子

約10分約1時間

近
露
王
子

野
中
の
清
水

継
桜
王
子

約3時間

（迂回路コース）

徒歩30分

バス停

小広
王子口

小
広
王
子

北郡越

長尾坂

赤木越

潮見峠
下
三
栖

龍神バス 熊野本宮線

駐車場 旅館、民宿 土産販売所 飲食店

田辺市住民バス（本宮地区）

約
10
分

←至田
辺・鮎川 入口

▲
999m

600m

543m

50m
942m

317m

118m
100m76m235m

157m
44m

51m

105m

100m

150m

50m

215m
梅太郎渕

かやの滝

つり橋

こさめ淵

ふたおい釜

藤の中島

甚兵衛渕
ヒメシャラの木

百間山

千体仏

難渋の壺

藤の老木

岩のトンネル

猿渡り
（吊り橋）

亀
の
峡

登
り
道

雨
乞
の
滝

三
十
三
尋
の
壷

つ
り
橋

地
蔵
滝

五
月
雨
の
滝

百
間
滝

夫
婦
滝

犬
落
の
滝

滝
の
谷
滝

釜
王
の
釜

夜
明
け
の
釜

大
塔
の
自
然
と
富
里
温
泉
を
満
喫

半
はん

作
さ

嶺
みね

（乙女の寝顔） D-3

大塔地区
田辺

　

自
然
に
恵
ま
れ
た
大
塔
地
区
に
は
、ア
ウ
ト
ド
ア

ラ
イ
フ
の
拠
点
が
あ
り
ま
す
。

　

三
川
地
区
に
は
、全
長
約
3
㎞
に
わ
た
っ
て
連
な
る

大
小
の
滝
と
巨
岩
奇
岩
が
お
り
な
す
自
然
美
を
堪
能

す
る
こ
と
が
で
き
る
百
間
山
渓
谷
や
安
川
渓
谷
、レ

ン
タ
ル
ボ
ー
ト
や
釣
り
が
楽
し
め
る
合
川
ダ
ム
が
あ

り
ま
す
。

　

国
道
3
7
1
号
沿
い
の
富
里
地
区
に
は
三
方
を
日

置
川
に
囲
ま
れ
た「
大
塔
青
少
年
旅
行
村
」や
手
作
り

カ
ヌ
ー
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る「
カ
ヌ
ー
工
房
」が
あ
り

ま
す
。

　

安
川
渓
谷
等
の
自
然
散
策
を
楽
し
ん
だ
ら
、
温
泉

で
の
ん
び
り
し
た
い
も
の
で
す
。
大
塔
青
少
年
旅
行

村
の
ほ
ど
近
く
に
富
里
温
泉「
乙
女
の
湯
」が
あ
り
ま

す
。
地
下
１
３
０
０
m
か
ら
湧
出
す
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ

オ
ン
を
多
量
に
含
む
療
養
泉
で
す
。

　

乙
女
の
湯
の
名
は
半
作
嶺
が
遠
く
か
ら
見
る
と
女

性
の
姿
に
見
え
、「
乙
女
の
寝
顔
」と
呼
ば
れ
る
こ
と

か
ら
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
温

泉
で
の
ん
び
り
す
る
時
間
は
、最
高
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

タ
イ
ム
で
す
。

カヌー工房
　インストラクターの指導で本格的なカナ
ディアンカヌーを作成します。材料及び主
な道具類は主催者で準備します。材料は
全て地元産木材（杉、桧）でＦＲＰ加工を施
します。詳しくはお問い合わせください。

0739-48-0301
　（大塔行政局 産業建設課）

D-3

清らかな流れと緑濃い山はカヌーや釣りなどネイチャーアクティビティーの舞台

雨
あま

乞
ごい

の滝

犬
いぬ

落
おち

の滝かやの滝

安川渓谷

百間山渓谷

8 7

富里温泉「乙女の湯」
 夏季（４月〜11月）：月〜土曜 16:00〜

21:00、日・祝日・お盆（8/12〜15）12:00
〜21:00（木曜日定休）
冬季（12月〜３月）：金〜土曜 16:00〜
20:00、日・祝日・お正月（1/1〜3）12：00〜
20：00

 和歌山県田辺市下川下982
0739-63-0126

D-3

道の駅ふるさとセンター大塔
 9:00〜17:45（※トイレ・駐車場・公衆

電話は24時間利用できます。）　
 火曜日（※祝祭日は営業）12/30、12/31
 和歌山県田辺市鮎川997-1
0739-49-0143

D-2

合川ダム E-3

大塔青少年旅行村
 GWと6月〜10月／●チェックイン

13：00〜16：00まで／アウト10：00まで　
 和歌山県田辺市下川下1299
お問合せ専用：0739-48-8153

　 管理事務所：0739-63-0133

D-3

語り部・ガイド
　田辺市には地元の歴史や文化、自然
を熟知した語り部たちがいます。旅先で
知りたいことをいっしょに歩き
ながら教えてくれる語り部との
旅は楽しく、行った場所に対す
る思いもより深くなります。

（←詳しくは17ページをご覧ください）

朝食弁当サービス
　熊野古道ウォークに早朝出発するときは、宿での朝食をお弁当に替えられるの
かどうか聞いてみましよう。古道近くの宿泊施設のほとんどが対応してくれますの
で、前日の夕方までに相談しておきましょう。めはりずしやおむすび、

漬け物など、素朴なお弁当ながら、朝の空腹をやさしく満た

してくれます。

熊野古道の上手な歩き方

熊野古道
中辺路へのアクセス＆プランニング
熊野詣の人々が踏み越えた熊野古道。標識や地図、

もろもろの歩くための装備など、現代と昔では比べも
のになりません。それでも、険しい道であることに変わ
りなく、自動販売機など探してもない場所も多い道で
す。ハイキング気分で気軽に歩けるルートもあります
が、まずはルートを確認。自分が 1 時間でどれぐらい
歩けるかをしっかりチェックして計画を立てましょう。

例えば、熊野古道中辺路の滝尻から野中なら、途中で
1 泊するのが余裕あるプランです。このルートは途中、
休憩所や道の駅などもあります。野中から熊野本宮大
社は途中に宿泊地がないので、早朝に出発し日暮れ前
に熊野本宮大社に到着できるようにしましょう。売店や
食堂もないので、熊野本宮大社に着くまでの飲料水や
食料は必携です。

電車で約2時間／車で約2時間
南紀白浜空港 大阪

装備と服装
　熊野古道を歩く服装や装
備は基本山歩きと同じです。
せっかくの熊野古道、イラス
トの注意を参考にケガなど
ないよう楽しく歩きましょう。

バッグは
両手が自由にな
る肩掛け式の
ものを

スポット巡り
だけの場合でも、
ロングパンツが
おすすめ

ハイヒールは
ダメ。足も靴も
傷めることに

日焼け、
虫刺され予防の
ため、夏でも半袖
は避けたい

リュックは必須。
肩や腰への負担
が少なく、しっか
り歩ける

ハチや蚊の
虫さされ防止
の為、肌の露出
をさける

汗や湿気を
素早く逃がす
速乾性の
トップス

夏でも
歩きやすい
素材のロング
パンツで

履きなれた
シューズ、または
低山登山向け
の靴を

準備したいもの
□雨具（荷物ごとかぶれる
ポンチョがあると便利）
□地図　□タオル
□チョコレート、飴など
□飲料

あると安心
□懐中電灯
□虫除けスプレー
□絆創膏など救急医薬品
□軍手
□着替え（Tシャツなど）

最低1ℓの
飲料を。夏場は
多めに用意
しよう

必需品

あると
安心

汗止めにもな
る帽子は必携。
ハットタイプが
ベター

必需品

晩秋から早春にかけ
ての冬場は防寒対策
をしっかりと。春・秋は
雨具代わりにもなるア
ウターを用意しよう

搬送サービス
●乗用車搬送サービス
　車で熊野古道の入り口まで行ったけ
れど、車はどうやって取りに帰るの？　
そんなときに便利なサービスです。中
辺路町の熊野古道館で手続きをすれば、
中辺路商工会指定の駐車場まで車を回
送してくれます（有料）。区間は滝尻～近
露または高原～近露。滝尻～本宮、近
露～本宮などの区間もOKです。

（←詳しくは17ページをご覧下さい）

●荷物搬送サービス
　熊野古道を歩きたい
けれど、荷物をいっぱ
い持って歩くのは難し
いという場合におすす
めです。（←詳しくは17
ページをご覧下さい）

スタンプを集めて…
　熊野古道中辺路ルートには36か所のスタン
プ押印所が設けられています。まずは田辺市
観光センターや熊野古道
館・熊野本宮観光協会な
どで「熊野古道中辺路押印
帳」をゲット。（１冊100円）。
36か所すべて押印した人に
は「完全踏破証明書」が発行
されます。

路線バスで約40分

百
ひゃっ

間
けん

山
ざん

渓谷を
歩こう！ E-3

紀伊田辺駅

共通巡礼手帳
　田辺市とスペイン国サンティアゴ・デ・コ
ンポステーラ市は2014年より観光交流協定
を結んでおり、熊野古道とサンティアゴ巡礼
道のそれぞれにある、スタンプを集める押印
帳をまとめたものが共通巡礼手帳です。この
手帳を持って巡礼
し、条件を満たした
巡礼者は「二つの
道の巡礼者」とし
て登録されます。

平安衣装貸出サービス
●平安衣装で結婚式
　本宮町商工会では「歴婚のススメ」を行っています。歴婚とは、歴史的な場所
で歴史的な体験をし、いにしえの時を感じる結婚式をあげ
るというコンセプト。平安衣装に身を包み、熊野本宮大社
で挙式。雅やかで荘厳な記念の日はいかがでしょう。

●平安衣装で記念撮影
　中辺路町の熊野古道館や熊野本宮大社前では平
安衣装をレンタルできます。市女笠にあでやかな衣装、
掛帯、掛守の平安時代の旅装束で記念撮影。平安時
代の熊野詣気分で参拝してみてはいかがでしょう。着
替えは上着を脱ぐだけでOKなので気軽です。

送迎サービス
　熊野本宮温泉郷などの宿泊施設で
は、発心門王子まで送迎をしてくれると
ころもあります。熊野古道を歩いたあと、
宿泊施設までの公共交通機関がない場
合がありますので、事前に問い合わせて
おくと安心です。



つぼ湯 B-1湯筒 C-1

仙人風呂（12月～2月末 ※入浴無料）渡瀬温泉　大露天風呂

湯
の
谷
川
に
あ
る
源
泉
か
ら
湧
き
上

る
湯
け
む
り
が
温
泉
街
を
包
ん
で
い
ま

す
。
川
の
両
脇
に
並
ぶ
湯
宿
に
も
、
歴

史
を
重
ね
た
風
格
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
昔
に
は
熊
野
詣
の
湯ゆ

垢ご

離り

場ば

だ
っ

た
湯
で
、
今
も
熊
野
本
宮
大
社
の
例
大

祭
は
湯
の
峰
温
泉
で
の
湯ゆ

登の
ぼ
り

神し
ん

事じ

か

ら
始
ま
り
ま
す
。
肌
が
滑
ら
か
に
な
る

泉
温
92
℃
の
名
湯
で
あ
り
、
な
か
で
も

名
高
い
の
は
営
業
す
る
公
衆
浴
場
と
し

て
世
界
で
も
唯
一の
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
い
る「
つ
ぼ
湯
」で
す
。
小
栗
判

官
蘇
生
の
湯
と
し
て
知
ら
れ
、
日
に
よっ

て
７
回
色
を
変
え
る
こ
と
も
あ
る
と
い

う
不
思
議
な
湯
は
、
熊
野
の
癒
し
そ
の

も
の
の
よ
う
で
す
。

大
塔
川
の
川
原
を
掘
る
と
73
℃
の
湯

が
湧
く
、
全
国
で
も
珍
し
い
温
泉
で

す
。
夏
に
は
川
遊
び
を
し
な
が
ら
、
ス

コッ
プ
片
手
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
露
天
風
呂
を

つ
く
る
風
景
を
良
く
見
か
け
ま
す
。

ま
た
、
冬
に
は
川
の一部
を
せ
き
止
め
て

つ
く
ら
れ
た「
仙
人
風
呂
」で
も
有
名
で

す
。
千
人
は
入
れ
る
と
い
う
広
大
な
露

天
風
呂
は
野
趣
満
点
で
、
冬
の
風
物
詩

と
なって
い
ま
す
。

渡瀬温泉熊
野
川
の
支
流
四
村
川
に
湧
く
温
泉

で
す
。
ホ
テ
ル
や
日
帰
り
入
浴
が
可
能

な
大
露
天
風
呂
の
ほ
か
、
寝
湯
、
気
泡

湯
、
圧
注
浴
、
高
温
低
温
浴
、
蒸
気
湯

に
温
泉
プ
ー
ル
を
備
え
た
温
泉
セ
ン
タ

ー
も
あ
り
ま
す
。
敷
地
内
に
は
コ
テ
ー

ジ
や
キ
ャ
ン
プ
場
も
併
設
さ
れ
て
い
て
山

の
緑
の
中
で
温
泉
と
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ

を
併
せ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

熊
野
本
宮
温
泉
郷
に
は
旅
心
を
満
た
し
て
く
れ
る
、

表
情
豊
か
な
温
泉
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
1
８
０
０
年
も
の
昔
に
発
見
さ
れ
た
と
い
う

湯
の
峰
温
泉
は
、
日
本
最
古
の
温
泉
と
し
て
、
ま
た
小
栗

判
官
と
照
手
姫
の
せ
つ
な
く
も
心
温
ま
る
伝
説
が
残
る
ロ

マ
ン
の
湯
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。
車
塚
や
力
石
な
ど
判

官
ゆ
か
り
の
史
跡
、
湯
峯
王
子
な
ど
温
泉
に
ま
つ
わ
る
見

ど
こ
ろ
に
も
足
を
運
ん
で
み
た
い
も
の
で
す
。

C-2D-4 D-2/D-3C-5

本宮
地区

田辺

日
本
三
美
人
の
湯

高野龍神スカイライン
A-3/B-3

天誅倉 B-3 C-2

丹
に ゅ

生
う

ヤマセミの郷キャンプ場
 田辺市龍神村丹生ノ川275-2
0739-78-2616

田辺

龍神地区

熊
野
本
宮
温
泉
郷

霊
峰
高
野
山
か
ら
龍
神
温
泉
へ
の
一
帯
を

中
心
と
し
た
広
大
な
エ
リ
ア
は
、
高
野
龍
神

国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
、
国
定
公
園
内
を
南

北
に
走
る
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
両
脇
に
は
ブ
ナ
や

ミ
ズ
ナ
ラ
、
カ
エ
デ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
林

が
広
が
り
ま
す
。
護ご

摩ま

壇だ
ん

山ざ
ん

山
頂
近
く
の
田

辺
市
龍
神
ご
ま
さ
ん
ス
カ
イ
タ
ワ
ー
を
は
じ
め

各
所
に
あ
る
展
望
台
か
ら
は
、
重
な
り
あ
う

紀
伊
山
地
の
山
並
み
を
見
晴
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
春
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、夏
の
ア
ジ
サ
イ
、

山
々
が
鮮
や
か
に
染
ま
る
紅
葉
の
秋
、
冬
に

は
樹
氷
・
四
季
折
々
の
美
し
さ
に
心
を
打
た

れ
ま
す
。

清
流
と
山
々
の
織
り
成
す
魅
力
い
っ
ぱ
い
の

龍
神
村
は
キ
ャ
ン
プ
や
釣
り
な
ど
、
ア
ウ
ト

ド
ア
ラ
イ
フ
の
最
高
の
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

ま
た
、
護
摩
壇
山
周
辺
に
は
、
平

た
い
ら
の

維こ
れ

盛も
り

と
お
万
の
悲
話
や
、
幕
末
、
天
誅
組
が
幽
閉

さ
れ
た
「
天
誅
倉
」
や
陰
陽
師
安
倍
晴
明

な
ど
に
ま
つ
わ
る
数
々
の
伝
説
が
残
さ
れ
、

語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

龍
神
温
泉

龍
神
温
泉
の
歴
史

日
高
川
源
流
近
く
の
山
あ
い
に
湧
く
龍
神
温
泉
は
、
か
つ

て
秘
境
の
温
泉
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
い
ま
で
は
高
野
龍
神
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
で
高
野
山
と
結
ば
れ
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、

静
か
な
温
泉
街
に
秘
境
の
面
影
が
色
濃
く
残って
い
ま
す
。

修
験
道
の
開
祖
役え

ん
の

行ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

小お

角づ
ぬ

が
発
見
し
、
弘
法
大
師
が

開
湯
し
た
と
さ
れ
る
長
い
歴
史
を
持
つ
温
泉
で
す
。
江
戸
時

代
に
は
紀
州
藩
の
別
荘
温
泉
地
と
し
て
も
栄
え
ま
し
た
。

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
書
き
継
が
れ
た
中な

か

里ざ
と

介か
い

山ざ
ん

の
長
編

時
代
小
説『
大だ

い

菩ぼ

薩さ
つ

峠と
う
げ

』に
よって
、
龍
神
温
泉
の
名
は
全
国

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
三
美
人
の
湯

龍
神
温
泉
は
、
島
根
県
の
湯
の
川
温
泉
、
群
馬
県
の
川
中

温
泉
と
と
も
に
日
本
三
美
人
の
湯
に
数
え
ら
れ
ま
す
。

龍
神
村
に
は
ほ
か
に
も
丹
生
ノ
川
温
泉
や
小
又
川
温
泉
、

釜
の
崎
温
泉
な
ど
い
ず
れ
も
肌
に
や
さ
し
い
温
泉
が
湧
き
、

日
帰
り
入
浴
施
設
で
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

川湯温泉

道の駅
「水の郷日高川 龍

りゅう

游
ゆう

」
0739-77-0380
 田辺市龍神村福井511

C-2

道の駅
「田辺市龍神
ごまさんスカイタワー」

0739-79-0622
 田辺市龍神村龍神1020-6

A-3
C-3

湯の峰温泉
C-1/D-1 C-4

護摩壇山森林公園ワイルドライフ
 田辺市龍神村龍神918-61
0739-79-0667

宮代オートキャンプ場
 田辺市龍神村宮代620
0739-78-8080

A-3

C-2

龍
神
村
の
み
ど
こ
ろ

小森谷渓谷 A-3/B-3

道の駅「龍神」
（ウッディプラザ木

き

族
ぞく

館
かん

）
0739-79-0567
 田辺市龍神村龍神170-3

B-3
A-2

泉質　ナトリウム炭酸水素塩泉（重曹泉）
泉温　48℃
効能　冷え性、肩こり、神経痛など
特徴　入浴すると肌がツルツル、しっとりする、
　　　化粧水いらずのよく温まる湯です。

　E バイクと呼ばれるMTBタイ
プと安定性のある３輪タイプ、2
種あり、どちらもレンタル可能で
す。自転車に乗って初めて知る
スポットや景色、車では気づかない龍神村の魅力を感じ
てください。
料金 ： １時間/1,000円（市内在住の方500円）〜 　　
　   詳細は龍神観光協会HPでご確認下さい。
　貸出施設： Map5 B-1龍神温泉元湯（別館）、
 Map1 C-2G.WORKS＜水曜定休＞、
 Map1 C-2龍神村商工会青年部
 （龍神行政局内）＜土日祝定休＞
 の3か所です。

龍神村内の豊かな自然を
電動アシスト付き自転車で
お楽しみください
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龍神街道に沿って紀州藩ゆかりの老舗宿も残る

季
き

楽
ら

里
り

龍神大浴場 A-2

龍神温泉元湯 B-1

世界遺産



　海と山の美しい風景に包まれた田辺市
沿岸部は、天然の良港を擁し、牟婁の津
として知られ、熊野詣が盛んになった平
安時代中期から、熊野古道中辺路と大辺
路の分岐点にあったことから口熊野と呼
ばれ、熊野三山への宿場町、水陸交通の
要衝として栄えてきました。江戸時代に
は、紀州藩主徳川頼

より

宣
のぶ

公の執政家老安
あん

藤
どう

直
なお

次
つぐ

のもと、三万八千八百石の城下町と
して栄え、紀南の政治・経済・文化の中心
地として発展してきました。さまざまな時
代の歴史を刻む街に史跡と景勝を訪ねる
旅をしてみましょう。

田辺扇ヶ浜海水浴場

ＪＲ紀伊田辺駅前の弁慶像

扇ヶ浜潮垢離場
D-2D-3

田辺城水門跡
C-1C-3

田辺市街なかポケットパーク
C-2C-3

田辺市文化交流センター たなべる
（歴史民俗資料館併設） D-2D-3

大潟神社の鳥居のすぐ側を熊野古道大辺路が通る

道分け石

田辺観光ボランティアガイドの会
田辺市の自然風土や歴史、文化について、ガイド
ブックには載っていないような楽しい話題をちりば
めて案内してくれます。コースは城下町田辺の散
策や田辺を起点とした熊野古道紀伊路・中辺路・
大辺路などがあります。地元ならではの素朴で温
かいおもてなしトークを聞きながら、楽しく散策でき
ます。田辺市観光センターで、一人から団体まで
の申し込みを受け付けています。

磨
ま

崖
がい

三
さん

尊
ぞん

大
だい

石
せき

仏
ぶつ

（奇絶峡）
D-2

不動（赤城）の滝（奇絶峡）
D-2

紀州石神田辺梅林 D-2

奇
き　ぜつ　きょう

絶峡 D-2

田辺祭（鬪雞神社例大祭）
C-3C-3

世
界
遺
産
と

文
化
の
香
る
城
下
町

湛増・弁慶の像

電動アシスト自転車
田辺のまちなか散策は自転車利用もおすすめ。少
し遠いと感じる場所でも電動アシスト自転車なら気
軽に移動できるので体力に自信がなくても
大丈夫。田辺の街を風と一緒に楽しめ
ます。田辺市観光センター、田辺市街
なかポケットパークにて貸し出して
います。
500円/日（※保証金500円）
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田辺市街地

田
辺

世界遺産 鬪
とう

雞
けい

神社 C-3C-3

南方熊楠顕彰館
C-2C-3

高山寺　 A-2B-3

ＪＲ紀伊田辺駅と田辺市観光センター
C-3C-3D-2

植芝盛平記念館 D-2C-3

E-5

D-1/D-2D-3

ひき岩群 D-2 A-3

蟻
あり

通
とおし

神社 B-2C-3潮垢離場跡 C-2

道の駅紀州備長炭記念公園
D-2

勇
ま
し
い
弁
慶
像
が
迎
え
る
J
R
紀
伊
田
辺
駅
前
か
ら
ま
ち

な
か
散
策
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
歩
い
て
5
分
ほ
ど
で
、
平
成

28
（
2
0
1
6
）
年
10
月
に
世
界
文
化
遺
産
に
追
加
登
録
さ
れ
た

「
鬪と

う

雞け
い

神
社
」
に
着
き
ま
す
。
神
社
の
名
は
平
安
時
代
に
弁
慶
の
父

と
さ
れ
る
熊く

ま

野の

別べ
っ

当と
う

湛た
ん

増ぞ
う
が
、
源
平
い
ず
れ
に
味
方
す
る
か
を
決

め
る
た
め
紅
白
の
鶏
を
社
前
で
戦
わ
せ
た
こ
と
に
由
来
し
、
勝
運
の

導
き
の
神
様
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
道
に
は
２
０
１
８

年
４
月
に
で
き
た
「
田
辺
市
街
な
か
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
」
が
あ
り
、

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
や
街
中
の
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
鬪
雞
神
社
か
ら

徒
歩
5
分
、

 

湊
本
通
り
商
店
街
に
あ
る「
蟻あ

り

通と
お
し
神
社
」は
地
元
の
人

か
ら「
御
霊
さ
ん
」と
呼
ば
れ
る
知
恵
の
神
様
で
す
。「
八や

坂さ
か

神
社
」

に
は
「
弁
慶
の
腰
掛
石
」
が
あ
る
の
で
立
ち
寄
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

八
坂
神
社
か
ら
徒
歩
3
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
は
、
世
界
的
博
物
学

者
で
あ
る
南
方
熊
楠
の
旧
居
と
顕
彰
館
も
あ
り
ま
す
。
是
非
お
立

ち
寄
り
下
さ
い
。

南
方
熊
楠
旧
居
か
ら
海
に
向
か
っ
て
歩
き
ま
す
。
夏
に
は
格
好

の
海
水
浴
場
に
な
る
扇
ヶ
浜
は
、
白
砂
・
青
松
の
海
岸
線
が

扇
型
の
弧
を
描
く
美
し
い
浜
で
す
。
浜
を
西
に
た
ど
っ
た
会
津
川

河
口
近
く
、
錦き

ん

水す
い
公
園
の
一
角
に
あ
る
「
田
辺
城
水
門
跡
」
は
、
田

辺
城
の
面
影
を
残
す
貴
重
な
場
所
で
す
。
会
津
川
を
遡
っ
た
高
台

に
は
、
美
し
い
多
宝
塔
が
立
つ
真
言
宗
の
古
刹
「
高
山
寺
」
が
あ

り
ま
す
。こ
の
寺
の
立
つ
台
地
に
は
縄
文
時
代
早
期
の
貝
塚
が
あ
り
、

高
山
寺
貝
塚
と
し
て
国
の
史
跡
に
な
っ
て
い
ま
す
。
田
辺
や
紀
南
の

文
化
・
伝
統
を
よ
り
深
く
知
る
に
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
を
併
設

し
た
「
田
辺
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
た
な
べ
る
」
に
立
ち
寄
っ
て
み

る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

熊
野
古
道
中
辺
路
と
大
辺
路
の
分
岐
点
に
あ
た
る
田
辺
で
は
、

市
街
地
や
郊
外
に
も
そ
の
面
影
が
残
っ
て
い
ま
す
。
北
新
町

商
店
街
に
は
、熊
野
古
道
中
辺
路
と
大
辺
路
を
分
け
る「
道
分
け
石
」

が
立
ち
昔
を
偲
ば
せ
ま
す
。
ま
た
、
会
津
川
を
西
に
越
え
た
江
川

地
区
に
は
、「
潮し

お

垢ご

離り

場ば

跡あ
と
」
が
あ
り
ま
す
。
田
辺
で
海
岸
線
に
別

れ
を
告
げ
て
中
辺
路
に
向
か
う
熊
野
詣
の
人
々
は
、
こ
こ
で
最
後
の

潮
垢
離
を
と
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
現
在
、
扇
ヶ
浜
に
て
潮
垢
離
を

体
験
で
き
る
「
扇
ヶ
浜
潮
垢
離
場
」
が
あ
り
ま
す
。

景
勝
地
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
田
辺
湾
に
は
日
本
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
運
動
先
駆
け
の
地
と
し
て
有
名
な
「
天て

ん

神じ
ん

崎ざ
き
」
が
あ
り
、
田
辺
の
豊
か
な
自
然
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
会
津

川
の
上
流
の
「
奇
絶
峡
」
は
紅
葉
と
桜
の
名
所
で
、
堂
本
印
象
画

伯
の
原
画
に
よ
る
「
磨
崖
仏
」
や
「
不
動
（
赤
城
）
の
滝
」
で
も
有

名
で
す
。
ま
た
、
奇
岩
が
林
立
す
る
「
ひ
き
岩
群
」
も
田
辺
を
代

表
す
る
奇
勝
で
す
。
早
春
に
は
梅
の
香
り
に
包
ま
れ
、
一
目
三
十
万

本
と
い
わ
れ
る
「
紀
州
石
神
田
辺
梅
林
」
も
お
す
す
め
で
す
。
田

辺
の
梅
は
、
平
成
27
（
2
0
1
5
）
年
に
「
み
な
べ
・
田
辺
の
梅
シ

ス
テ
ム
」
と
し
て
世
界
農
業
遺
産
に
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
梅
シ

ス
テ
ム
を
支
え
る
薪
炭
林
を
活
用
し
た
紀
州
備
長
炭
に
つ
い
て
知
る

に
は
、「
道
の
駅
紀
州
備
長
炭
記
念
公
園
」
に
も
ぜ
ひ
足
を
向
け
て

く
だ
さ
い
。

D-1 C-1天神崎



弁慶市
弁慶市は、毎月１回、第３日曜に扇ヶ浜公
園カッパークで開催されています。江戸
時代中頃に田辺市片町の堀端で開かれて
いた六斉市（通称弁慶市）を再現したもの
で、すでに30数年開催されています。
近郊や地元の海山の幸が販売され、多く
の人で賑わいます。

 毎月第3日曜日　8：00〜12：00
 田辺市扇ヶ浜公園カッパーク
0739（25）8230　南紀みらい（株）

C-2

ご当地B級グルメも充実
天然の食材が豊富な田辺は知る人ぞ知るグルメタウンです。近年では、郷土自慢の食材

を気軽な丼で味わえる「あがら丼」や紀州うめどりと梅干しを使った「たなべぇサンド」など、
ご当地グルメも充実しています。

江川地区の「ちゃんぽん」は、焼きうどんと焼きそばをミックスしたもので、まさにB 級グル
メの王道ともいえる料理です。田辺市にはほかにもおいしい麺類の店が多く存在しています。

　

黒
潮
踊
る
太
平
洋
と
燦
々
と
降
り
注
ぐ
太
陽

の
恩
恵
を
受
け
た
紀
伊
半
島
の
自
然
は
、
豊
か
な

海
と
山
の
幸
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
海
の
幸

の
ま
ず
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は「
か
つ
お
」で

す
。
沿
岸
を
黒
潮
が
流
れ
る
た
め
漁
場
が
近
く
、

釣
り
上
げ
た
も
の
が
す
ぐ
市
場
に
運
ば
れ
ま
す
。

新
鮮
な
刺
身
の
食
感
は
ま
さ
に
絶
品
で
す
。い
わ

し
の
稚
魚
で
あ
る「
し
ら
す
」も
田
辺
湾
で
は
多

く
水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。
鮮
度
が
命
な
の
で
、
水
揚

げ
し
て
す
ぐ
に
釜
へ
入
れ
茹
で
あ
げ
た「
釜
上
げ

し
ら
す
」や「
し
ら
す
丼
」な
ど
で
お
い
し
く
い
た

だ
け
ま
す
。
入
念
な
品
質
管
理
の
も
と
出
荷
さ
れ

る「
紀
州
い
さ
ぎ
」は
紀
州
田
辺
の
ブ
ラ
ン
ド
魚
に

な
って
い
ま
す
。
ま
た
、田
辺
湾
に
自
生
す
る
海
草

「
ひ
ろ
め
」も
ぜ
ひ
味
わって
み
た
い
海
の
幸
で
す
。

お
湯
に
く
ぐ
ら
せ
る
と
、
鮮
や
か
な
緑
色
に
変
わ

り
、ポ
ン
酢
で
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
姿
か
ら
海
の

ギ
ャ
ン
グ
と
恐
れ
ら
れ
る「
う
つ
ぼ
」は
、コ
ラ
ー
ゲ

ン
た
っ
ぷ
り
の
食
材
と
し
て
人
気
急
上
昇
中
の
田

辺
の
味
で
す
。

　

香
り
高
い
山
菜
料
理
も
魅
力
あ
る
田
辺
の
味
で

す
。「
い
た
ど
り
」は
和
歌
山
で
は「
ゴ
ン
パ
チ
」と

呼
ば
れ
る
山
菜
の
代
表
で
す
。
ま
た
、
熊
野
の
名

水
と
昔
な
が
ら
の
製
法
で
作
ら
れ
る「
こ
ん
に
ゃ

く
」は
、ぷ
り
ぷ
り
と
し
て
刺
身
で
食
べ
る
の
が
最

高
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
熊
野
の
山
仕
事
を
す
る
人
々
の
お

弁
当
だっ
た「
め
は
り
ず
し
」は
ご
は
ん
を
高
菜
の

漬
物
で
巻
い
た
も
の
で
す
。
目
を
見
張
る
ほ
ど
大

き
い
、
あ
る
い
は
美
味
し
い
の
が
名
の
由
来
と
い
い

ま
す
。
紀
南
地
方
に
平
安
時
代
頃
か
ら
伝
わ
る
と

い
わ
れ
る「
さ
ん
ま
寿
司
」は
、
主
に
祝
い
事
な
ど

の
際
に
作
ら
れ
る
、
紀
南
を
代
表
す
る
郷
土
寿
司

で
す
。

う
ま
い
も
ん

めはりずし

茶粥こんにゃく

ひろめ

しいたけバーガー

龍神そば

さんま寿司 かつお

紀州いさぎ

うつぼ

しらす

味光路 B-2

旅
の
大
き
な 

楽
し
み
の
一
つ
は
、
そ
の
地
の
食
文

化
に
ふ
れ
る
こ
と
。
田
辺
で
は
海
山
の
幸
に
加
え
、

様
々
な
郷
土
料
理
、
名
物
料
理
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

江川のちゃんぽん たなべぇサンド

田
辺
に
は
、
和
歌
山
県
有
数
の
飲
食
店
街
で
あ
る「
味

光
路
」が
あ
り
ま
す
。
古
く
は
熊
野
古
道
大
辺
路
が
通

る
街
道
沿
い
で
、
当
時
の
中
心
街
に
連
な
り
、
さ
ら
に

昭
和
初
期
に
開
業
し
た
J
R
紀
伊
田
辺
駅
が
近
い
こ
と

も
あって
多
く
の
飲
食
店
が
集
ま
り
ま
し
た
。
味
光
路
の

名
は
道
路
に
光
が
埋
め
込
ま
れ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

割
烹
か
ら
ラ
ー
メ
ン
店
、
ス
ナ
ッ
ク
、
バ
ー
な
ど
２
０
０
軒

以
上
の
店
が
軒
を
連
ね
る
味
光
路
で
は
、
季
節
ご
と
に
お

い
し
い
食
を
楽
し
め
ま
す
。

田
辺
市
上
屋
敷
の
田
辺
新
地
は
、
か
つ
て
花
街
だっ
た

と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
昔
の
上
屋
敷
は
、
田
辺
城
が
建

設
さ
れ
た
当
時
の
町
割
り
で
作
ら
れ
た
町
で
、
藩
の
重

役
た
ち
の
屋
敷
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
1
9
2
0
年
に

市
内
に
点
在
し
て
い
た
料
亭
な
ど
を
上
屋
敷
に
集
め
て

新
地
が
で
き
ま
し
た
。
南
方
熊
楠
も
足
し
げ
く
通
っ
た

と
い
う
新
地
の
路
地
は
、
三
味
線
の
音
が
似
合
い
そ
う
な

風
情
を
た
た
え
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
お
土
産
に
お
す
す
め
な
の
は
、
な
ん
ば
焼
と

牛ご

蒡ぼ
う

巻ま
き

で
す
。「
な
ん
ば
焼
」は
田
辺
市
を
代
表
す
る

名
産
の
焼
き
蒲
鉾
で
、
し
こ
し
こ
と
し
た
歯
ご
た
え
の
逸

品
で
す
。「
牛
蒡
巻
」は
、
軟
ら
か
く
茹
で
た
ご
ぼ
う
と

魚
の
す
り
身
を
エ
ソ
・
グ
チ
の
魚
皮
で
巻
き
、
焦
が
さ
ぬ

よ
う
に
手
作
業
で
焼
き
上
げ
た
も
の
。
ど
ち
ら
も
田
辺

名
産
の
代
表
で
す
。
こ
れ
ら
の
名
産
は
ぜ
ひ「
か
ま
ぼ

こ
通
り
」で
買
い
た
い
も
の
で
す
。

か
ま
ぼ
こ
通
り
は
田
辺
市
福ふ

く

路ろ

町ま
ち

に
あ
り
、
田
辺
藩

主
が
こ
の
町
で
魚
を
売
る
こ
と
を
許
可
し
、
そ
の
の
ち

魚
を
日
持
ち
さ
せ
る
た
め
に
蒲
鉾
作
り
が
始
ま
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
老
舗
の
残
る
か
ま
ぼ
こ
通
り
を
訪

ね
る
と
、
食
文
化
と
町
の
歴
史
が
重
な
っ
て
今
に
伝
え

ら
れ
て
い
る
の
が
体
感
で
き
ま
す
。

紀州
田辺の

各店が個性を競う「あがら丼」の数々 ※写真はイメージです

かまぼこ通り B-1

田
辺
の
路
地
裏

そ
ぞ
ろ
歩
き

豊
か
な
山
海
の
幸
と
郷
土
料
理

柚もなか

みかん

草餅

梅酒

梅干し

青梅

金山寺味噌

田辺の
おみやげ
逸品

なんば焼きと牛蒡巻き

熊野牛

いたどり

　

ま
た
、
和
歌
山
県
人
の
常
食
と
も
い
わ
れ
る「
茶

粥
」は
、
番
茶
も
し
く
は
ほ
う
じ
茶
を
煮
出
し
た
お

湯
に
米
を
入
れ
て
煮
込
む
、
お
茶
を
用
い
た
粥
で
、

地
元
で
は“
お
か
い
さ
ん
”と
呼
び
ま
す
。
紀
州
特
産

の「
梅
干
し
」や「
金
山
寺
味
噌
」、た
く
あ
ん
な
ど
に

よ
く
合
い
、や
さ
し
い
味
が
特
徴
で
す
。

　

熊
野
地
方
で
昔
か
ら
飼
わ
れ
て
い
た
和
牛
を
品
種

改
良
し
た「
熊
野
牛
」。
肉
質
は
き
め
細
や
か
で
柔
ら

か
く
、甘
み
の
あ
る
味
わ
い
で
肉
そ
の
も
の
の
風
味
に

優
れ
て
い
ま
す
。

　「
龍
神
そ
ば
」は
龍
神
村
の
休
耕
地
を
利
用
し
、栽

培
さ
れ
た
地
粉
を
使
用
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
地

域
の
方
々
が
奮
闘
し
て
完
成
さ
せ
た
地
粉
そ
ば
で
す
。

　「
し
い
た
け
バ
ー
ガ
ー
」は
龍
神
村
に
あ
る
つ
ぐ

み
食
堂
の
名
物
で
、地
元
中
学
校
の
廃
校
跡
を
利
用

し
、栽
培
さ
れ
た
肉
厚
で
大
き
な
し
い
た
け
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
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「
あ
が
ら
」と
は
田
辺
の
方
言
で「
私
た
ち
」と
い
う
意
味
で
す
。

あ
が
ら
丼
と
は「
当
地
の
旬
の
食
材
を
使
っ
た
私
た
ち
の
自
慢

の
丼
」と
い
う
思
い
で
名
付
け
ま
し
た
。



世
界
的
博
物
学
者
で
、
日
本
民

俗
学
の
創
始
者
、
柳
田
國
男
を

し
て「
日
本
人
の
可
能
性
の
極
限
」と

い
わ
し
め
た
南
方
熊
楠
は
、
慶
応
3

（
1
8
6
7
）年
に
和
歌
山
城
下
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
十
数
カ
国
語
を
駆
使

し
、植
物
学
、民
俗
学
な
ど
多
方
面
に

そ
の
才
能
を
発
揮
し
ま
し
た
。
南
方

熊
楠
の
名
を
世
界
的
に
有
名
に
し
た

の
は
、科
学
雑
誌『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』『
ノ
ー

ツ・ア
ン
ド・ク
エ
リ
ー
ズ
』へ
の
寄
稿
で

し
た
。『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』誌
に
掲
載
さ
れ

た
熊
楠
の
論
文
は
50
本
に
上
り
、現
在

で
も
個
人
で
は
最
多
掲
載
数
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、現
在
も
っ

と
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、エ
コ
ロ

ジ
ー
の
先
駆
者
と
し
て
の
熊
楠
で
す
。

逮
捕
さ
れ
て
ま
で
神
社
合
祀
に
反
対

し
た
の
は
、
鎮
守
の
森
と
し
て
守
ら
れ

て
き
た
森
林
が
な
く
な
る
こ
と
に
↘

J
R
紀
伊
田
辺
駅
に
降
り
立
つ
と
、
堂
々
と

し
た
弁
慶
像
が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
牛
若

丸（
源
義
経
）と
の
京
都
五
条
大
橋
で
の
出
会
い
や
、

奥
州
平
泉
で
仁
王
立
ち
し
て
戦
死
し
た
話
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
伝
承
が
残
る
武
蔵
坊
弁
慶
の
出
生
地
は

田
辺
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。『
義
経
記
』や『
弁
慶

物
語
』な
ど
を
基
に
伝
説
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
、
そ
の
実
態
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

熊
野
別
当
嫡
子
で
あ
る
説
や
幼
少
期
に
ま
つ
わ
る
史

跡
が
多
く
残
る
こ
と
か
ら
、
田
辺
生
誕
説
が
有
力

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
弁
慶
の
父
と
さ
れ
る
熊
野
別
当

湛
増
ゆ
か
り
の
鬪
雞
神
社
を
は
じ
め
、
弁
慶
の
腰
掛

石
や
弁
慶
松
な
ど
の
史
跡
が
田
辺
市
内
各
所
に
あ

り
、田
辺
の
か
わ
いい
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー“
た
な

べ
ぇ
”と
し
て
も
人
気
で
す
。

山
本
玄
峰
老
師（
１
８
６
６
～
１
９
６
１
）は

田
辺
市
本
宮
町
出
身
の
禅
僧
で
す
。
昭

和
に
な
っ
て
著
名
人
が
数
多
く
参
禅
し
た
、
静

岡
県
三
島
市
の
龍

り
ゅ
う

沢た
く

寺じ

住
職
と
し
て
名
高
く
、

鈴
木
貫
太
郎
首
相
に
終
戦
を
勧
め
、
新
憲
法
に

お
け
る
天
皇
の
地
位
に
つ
き
象
徴
天
皇
制
を
示

唆
し
ま
し
た
。
ま
た
、
終
戦
の
詔
勅「
耐
え
難

き
を
耐
え
、
忍
び
難
き
を
忍
び
」の
文
言
を
進

言
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
十
代
前

半
頃
か
ら
筏
流
し
な
ど
の
肉
体
労
働
に
従
事

し
、
失
明
し
た
の
ち
各
地
を
放
浪
、
7
回
目
の

四
国
八
十
八
箇
所
巡
礼
の
途
上
で
倒
れ
た
と
こ

ろ
を
助
け
ら
れ
た
高
知
県
雪
渓
寺
で
厳
し
い
修

行
の
生
活
に
入
り
ま
し
た
。全
国
の
寺
々
を
回
っ

て
修
行
し
、
ま
た
寺
の
再
興
に
も
力
を
尽
く
し

ま
し
た
。
欧
米
各
国
を
訪
問
し
て
帰
国
後
妙

心
寺
派
官
長
、の
ち
に
龍
沢
寺
の
住
職
に
な
り

ま
し
た
。
96
歳
で
断
食
し
て
遷
化
。
田
辺
市
本

宮
町
渡
瀬
に
お
墓
が
あ
り
ま
す
。

田
辺
市
ゆ
か
り
の
人
物

冬

秋

夏

春

武
蔵
坊
弁
慶

【
む
さ
し
ぼ
う
べ
ん
け
い
】

山
本
玄
峰【やまも

と
げ
ん
ぽ
う
】

南
方
熊
楠

【
み
な
か
た
く
ま
ぐ
す
】

植
芝
盛
平

【
う
え
し
ば
も
り
へい
】

【3月】
1日◆アマゴ解禁／日高川･富田川･日置川･熊野川／
　　　　　　　　 各河川の漁業組合へ

【4月】
13～15日◆熊野本宮大社例大祭／本宮町／
　　　 熊野本宮大社0735-42-0009
29日◆七越祭／本宮町七越／10:30～／
　　　 熊野本宮観光協会0735-42-0735

【5月】
3日◆船玉神社祭／本宮町発心門／ 熊野本宮観光協会0735-42-0735
5日◆御田植神事／稲成町・伊作田（いさいだ）稲荷神社
　　　 田辺観光協会0739-26-9929
下旬～6月上旬◆ホタル観賞会／長野地区／ 三栖コミュニティセンター0739-34-0022
下旬～6月上旬◆ホタル観賞会／鮎川小川地区／ 大塔観光協会0739-48-0301
下旬～6月上旬◆鮎解禁／日高川･富田川･日置川･熊野川／ 各河川の漁業組合へ

【7月】　
1日～8月31日◆扇ヶ浜海開き／田辺扇ヶ浜海水浴場／ 田辺観光協会0739-26-9929
13日◆ぎおんさん夜見世／新庄町名喜里／ 田辺市観光振興課0739-26-9929
24･25日◆田辺祭／東陽・鬪雞神社／ 鬪雞神社0739-22-0155
最終土曜日◆熊野古道清姫まつり／中辺路総合グラウンド／ 熊野古道館0739-64-1470 

【8月】
上旬◆大塔地球元気村・大塔花火大会／鮎川・大塔水辺の楽校／ 大塔行政局0739-48-0301
8日◆ヤーヤー祭／田辺市商店街／ 田辺市商店街振興組合連合会0739-22-2900
15日◆流れ施餓鬼／下川上19:00頃／ 大塔教育事務所0739-48-0212

【10月】
下旬◆献湯祭／熊野本宮大社境内9：00～／ 熊野本宮観光協会0735-42-0735

上旬◆田辺花火大会／扇ヶ浜／ 田辺観光協会・田辺市観光振興課0739-26-9929
上旬◆弁慶まつり／鬪雞神社･カッパーク･田辺市内商店街／ 田辺商工会議所0739-22-5064
上旬◆杵荒（きなら）神社奉納祭／中辺路町栗栖川･杵荒神社境内／ 熊野古道館0739-64-1470

【11月】
第1日曜日◆丹生神社祭典／龍神村東・丹生神社／ （公社）龍神観光協会0739-78-2222
3日◆熊野古道絵巻行列／中辺路町高原地区／ 熊野古道館0739-64-1470
3日◆芳養八幡神社秋祭／中芳養／ 芳養八幡神社0739-23-1770
3日◆住吉踊／長野・長野八幡神社／ 田辺市観光振興課0739-26-9929
3日◆上野の獅子舞／富里･春日神社／ 大塔教育事務所0739-48-0212
3日◆野中の獅子舞／中辺路町近野地区（近野神社、継桜王子）／
　　 中辺路行政局0739-64-0500
3日◆皆瀬神社祭典／龍神村龍神・皆瀬神社／ （公社）龍神観光協会0739-78-2222
3日◆荒嶋神社祭典／龍神村甲斐ノ川･荒嶋神社／ （公社）龍神観光協会0739-78-2222
23日◆万呂の獅子舞／下万呂･須佐神社／ 田辺観光協会0739-26-9929
中旬◆八咫の火祭り／本宮町本宮（大斎原）／ 熊野本宮観光協会0735-42-0735
中旬◆田辺・弁慶映画祭／紀南文化会館／ 田辺・弁慶映画祭実行委員会0739-26-9929
中旬～下旬◆翔龍祭／龍神村／ （公社）龍神観光協会0739-78-2222

（旧暦11月23日）◆三体月観月会／本宮町本宮　大日山頂付近／21:30～0:00頃
JR紀伊田辺駅から龍神バスで本宮大社前下車／ 熊野本宮観光協会0735-42-0735

（旧暦11月23日）◆三体月観月会／中辺路町熊野古道（潮見峠）／21:30～0:00頃／
熊野古道館0739-64-1470

12月1日～2月末◆仙人風呂オープン／川湯温泉6:30～22:00／ 熊野本宮観光協会0735-42-0735
第１日曜日◆龍神温泉木の郷マラソン大会／龍神温泉／ （公社）龍神観光協会0739-78-2222

【1月】
3日◆野中の獅子舞／中辺路町野中地区（継桜王子）／ 熊野古道館0739-64-1470
8日◆湯峯八日薬師祭／本宮町湯峯／ 熊野本宮観光協会0735-42-0735
12日◆川湯十二薬師祭／本宮町川湯／ 熊野本宮観光協会0735-42-0735
中旬◆仙人風呂感謝祭／本宮町川湯温泉仙人風呂／ 熊野本宮観光協会0735-42-0735
下旬◆南国紀州の雪遊び／護摩壇山／ （公社）龍神観光協会0739-78-2222

【2月】
中旬◆粥占い神事／稲成町・伊作田（いさいだ）稲荷神社／ 田辺観光協会0739-26-9929
上旬～3月上旬◆紀州石神田辺梅林／上芳養／ 紀州田辺観梅協会・田辺市観光振興課0739-26-9929

毎月のイベント
弁慶市／扇ヶ浜公園カッパーク／毎月第3日曜8：00～12：00頃

南紀みらい（株）0739（25）8230
※上記の祭・神事・イベントは2021年5月現在のものです。
　変更することもありますので、各お問い合わせ先へご確認下さい。
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時
記

田辺祭

ホタル

熊野古道清姫まつり

野中の獅子舞

八咫の火祭り

仙人風呂（川湯温泉）

南国紀州の雪遊び

熊野本宮大社例大祭

弁慶まつり

湯の峰温泉の東光寺前にある山本玄峰老師を称える「玄峰塔」。
毎年命日の6月3日にはこの前で法要が営まれます C-1

薙刀を構えた勇ましい姿で
JR紀伊田辺駅に立つ弁慶像

C-3

熊野本宮大社例大祭

八坂神社とその境内にある
「弁慶の腰掛石」

C-1C-3

合
気
道
の
創
始
者
、植
芝
盛
平
翁（
1
8
8
3

～
1
9
6
9
）は
田
辺
市
上
の
山
生
ま
れ
。

19
歳
で
修
業
の
旅
に
出
て
武
術
遍
歴
と
精
神
的

修
養
を
重
ね
つつ
、
独
自
の
武
術
を
習
得
し
ま

し
た
。
大
正
11（
1
9
2
2
）年
に
独
自
の
武
術

を「
合
気
武
術
」と
名
付
け
、日
本
だ
け
で
な
く

世
界
に
広
め
ま
し
た
。生
涯
を
通
じ
て
求
道
鍛

錬
を
重
ね
た
盛
平
翁
は
常
々
、合
気
道
と
は
相

手
と
相
和
し
て
切
磋
琢
磨
を
は
か
り
自
己
の
人

格
完
成
を
目
指
す
武
道
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。

盛
平
翁
に
つい
て
の
逸
話
も
各
地
に
残
って
い
ま

す
。
田
辺
市
高
山
寺
の
道
場
に
残
る
の
は
、
盛

平
翁
が
壁
に
指
一
本
を
押
し
つ
け
た
だ
け
の
腕

に
、二
人
の
柔
道
家（
約
1
5
0
㎏
）が
ぶ
ら
下

がっ
た
と
い
う
も
の
。
盛
平
翁
70
歳
の
時
の
こ
と

で
す
。
植
芝
盛
平
翁
の
墓
は
そ
の
高
山
寺
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、令
和
2（
2
0
2
0
）年
10
月

に
扇
ヶ
浜
に
完
成
し
た
田
辺
市
立
武
道
館
に
併

設
す
る
植
芝
盛
平
記
念
館
で
は
、盛
平
翁
の
生

涯
を
学
ぶ
こ
と
や
合
気
道
の
作
法
等
も
気
軽
に

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

南方熊楠邸　南方熊楠顕彰館に隣接して現存。
問い合わせ先：南方熊楠顕彰館 0739-26-9909

よ
り
、熊
野
の
植
生
全
体
が
脅
か
さ
れ

る
こ
と
を
い
ち
早
く
察
し
て
い
た
た
め

と
い
わ
れ
ま
す
。
明
治
37（
１
９
０
４
）

年
か
ら
田
辺
に
住
み
、田
辺
湾
に
浮
か

ぶ
神か

島し
ま

の
保
護
を
訴
え
は
じ
め
、
野

中
の一方
杉（
継
桜
王
子
）や
那
智
原
始

林
、熊
野
古
道
の
社
叢
等
が
現
存
し
て

い
る
の
は
熊
楠
の
功
績
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
紀
州
の
生
ん
だ
巨
星
は
昭
和

16（
1
9
4
1
）年
、
田
辺
市
中
屋
敷

町
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
墓
地
は
熊

野
の
海
と
山
を
見
晴
ら
す
高こ

う

山ざ
ん

寺じ

に

あ
り
ま
す
。

田辺市立武道館の正面にある植芝盛
平像は、昭和63（1988）年に盛平翁
の生まれ故郷田辺市で、第5回国際
合気道大会が開催されたのを記念して
建てられました。

D-2

16 15



周辺観光

円月島 橋杭岩

少し足をのばして――

18 17

　田辺市の隣にある関西を代表する温泉リ
ゾートです。万葉の昔から人 に々愛された白浜
温泉を円月島や三段壁などの景勝地が囲ん
でいます。アミューズメントも充実しています。な
かでも、7頭もジャイアントパンダがいる動物テー
マパーク「南紀白浜アドベンチャーワールド」は
子供から熟年層まで楽しめる大人気スポットで
す。【田辺市街地から車で約20分】

　海の魅力をもっとも楽しめるエリアです。目の
前に太平洋の大海原が広がる本州最南端の
潮岬、弘法大師伝説の残る奇勝橋杭岩、対
岸の大島では南紀を代表する絶景海金剛を
見ることができます。また、世界最北端のサン
ゴ群落が広がる串本の海は、熱帯的景観を
温帯の海で見ることのできる世界でも珍しい場
所です。【田辺市街地から車で約1時間10分】

　本宮と隣接する奈良県十津川村は紀伊山地の
山懐に広がる広大な村です。峰 を々越えて延びる
大峯奥駈道や熊野古道小辺路、玉置山に鎮座す
る玉置神社が世界遺産に登録されています。秘境
の面影濃い温泉は全村が源泉かけ流しを宣言し、
峡谷にかかる日本最長の鉄線吊り橋、谷瀬の吊り橋
も人気です。【田辺市街地から車で約２時間】

南紀
白浜

　龍神温泉から高野龍神スカイラインでひと足のばせば、
真言密教の聖地高野山があります。八葉の峰と呼ばれる
1000m級の山 に々囲まれた標高800mの山上に弘法大師
が修禅道場を開いたのは弘
仁7（816）年。以来、さまざまな
困難を乗り越えて、今も117の
寺院が立ち並び法灯を守り続
けています。山上の清らかな
空気の中で1200年余の歴史
を感じながら、静かに歩いて
みたい聖地です。【田辺市街
地から車で約2時間30分】

串本

十津川

潮岬

谷瀬の吊り橋

玉置神社

那智の滝と三重塔

壇上伽藍

南紀には、田辺だけでなく魅力のあるエリアがたくさんあります。
世界遺産、温泉、紺碧の太平洋、そして紀伊山地から流れ下る清流。
どんな世代でも楽しめる旅プランの宝庫、それが南紀です。 串本

白浜

高野山

十津川

那智勝浦

田辺市

熊野トラベル 　熊野地方を中心に、紀伊半島南部を広域的にカバーする一般社団法人 
田辺市熊野ツーリズムビューローが運営する着地型旅行の予約サイトで
す。現地を知り尽くしたスタッフが作り上げた″モデルコース″からお宿や
サービス、オプションツアーを組み合わせたり、宿のみ、オプションツアー
のみでも自由に予約したりすることができます。ぜひご利用ください。KUMANO TRAVEL

　現地発着・地元滞在型企画旅行（パッケージ旅行）のことです。旅行者の価値観やニーズ
が多様化するなか、従来のツアーでは満足できない旅行者に対し、小ロットでも価値のあ
る旅行企画を作ることができるのが特徴です。
　熊野トラベルは、地域とともに将来に渡って持続可能な観光地を目指し、皆様とともに
地域を盛り上げていく旅行業を提供いたします。

熊野トラベル
が

自信を持って
お届けする

オススメプラ
ン

旅行予約サイト

旅の目的などに応じて、次の4つの選択肢からお選びいただけます。

奥之院

kumano-travel.com
まずは、アクセス！安心してご利用いただけます。

熊野トラベル予約サイト画面

熊野速玉大社 新宮
那智勝浦

高野山

　熊野三山の一つ、熊野速玉大社が鎮まる新
宮市も田辺市の隣にあります。いにしえの熊野詣
では、熊野本宮大社から熊野速玉大社まで熊野
川を舟で下ることが多く、熊野川は川の参詣道として世
界遺産に登録されています。また、熊野川の支流北山
川の峡谷「瀞峡」は紅葉の名所として知られています。 

【田辺市街地から車で約2時間】

　新宮市に隣接する那智勝浦町は
美しい那智の滝がかかる那智山と

南紀勝浦温泉、さらに日本有数のマグ
ロ漁業基地としても知られる町です。那智

山に詣でたあと、本場のマグロを食するのも
この地を旅する大きな魅力になっています。

【田辺市街地から車で約2時間】

 E-2  F-4

 E-5

 B-3

 C-4

新宮

■語り部・ガイドリスト
世界遺産や自然文化等、語り部・ガイドが詳しくご案内いたします。

着地型旅行
とは？

モデルコースから選ぶ

　現地を知り尽くした熊野トラベル運営スタッ
フがお薦めするモデルコースに添って、お客様
自身が宿やオプションツアーを自由に選択して
いただく、お客様だけのオリジナルツアーです。
それぞれの選択肢から選んでお申込みください。

サービスから選ぶ

　熊野古道を歩くときに手荷物搬送や乗用車搬
送、お弁当が必要な方は選択してください。

宿から選ぶ
▶エリアで選ぶ
　目的地が決まっていたら地域を絞って宿を選
べます。地図からも検索できます。
▶カテゴリから選ぶ
　ホテル、旅館、民宿、ペンション、Ｂ＆Ｂなど、
宿の形態から選択してください。

オプションツアーから選ぶ

　現地発着のツアーです。数時間～１日などの
ツアーがありますので、ご希望に沿うオプション
ツアーを選択してください。

南紀白浜南紀白浜
アドベンチャーアドベンチャー
ワールドワールド

南紀白浜
アドベンチャー
ワールド

エリア 語り部・ガイド団体名 TEL・URL

田辺 田辺観光ボランティア
ガイドの会

0739-25-4919
https://www.tanabe-kanko.jp/course/guide/

大塔 熊野百間渓谷自然学校 090-5882-0753

熊野
古道

田辺国際英語ガイドの会
（大河 TIEGA）

0739-26-0710
https://tiega.yamanoha.com/

一般社団法人
和歌山地域通訳案内士会

0739-33-7451
https://wakayamalocalguide.com/jp/

Kumano Trek 0739-25-0646
http://ameblo.jp/kumano-trek/

エリア 語り部・ガイド団体名 TEL・URL

熊野
古道

語り部の会
熊野古道中辺路

0739-64-1350
http://www2.plala.or.jp/hyoutan/

うた加楽衆
（うたがらす）

0739-64-1870
http://utagarasu.com/

熊野三体月語り部の会 0739-26-2414
https://www.kiilife.jp/od/kumano-santaizuki

熊野古道語り部の会 090-1026-1118
http://www.nakahechi.jp/nakaheji_kataribe.html

古道語りべ・
熊野赤リュック

0739-22-2100（龍神自動車内）
http://homepage3.nifty.com/ayu-takijiriouji/akarixyuxtku.htm

熊野本宮語り部の会 0735-42-0735（熊野本宮観光協会内）
http://www.hongu-kataribe.jp


